
事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
①都市計画・土地利用担当事業
災害危険区域

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

事例内容

宮城県気仙沼市

災害危険区域（建築基準法第39条）の指定により、災害からの安全確保を目的に、区域内の建築用
途・構造制限を行う事例

津波から住民の生命を守ることを目的に、建築制限の内容が設定されている。
（用途制限）住宅、児童福祉施設、老人福祉施設、宿泊施設等
（構造による緩和）一定の構造耐力を有し、想定される津波の最高水位より高い位置の居室は認めら
れる

気仙沼市災害危険区域の指定等について（気仙沼市）
http://moune.jp/wp-content/uploads/2012/05/3saigaikikennkuiki.pdf

建築可能な建物

災害危険区域内
で、住宅、児童
福祉施設、老人
福祉施設、宿泊
施設等の用途の
建物を制限

■災害危険区域の指定と用途の制限

■建築構造等を考慮した用途の制限の緩和
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
①都市計画・土地利用担当事業
地域地区

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

浸水実績（内水）

事例の特徴

取組地域

図版出典

住居の高床化等による浸水被害軽減のため、都市計画（高度地区）の変更を行った事例

家屋の浸水被害を抑止することを目的に、高床工事への誘導への支障とならないよう高度地区を変
更（緩和）している。

事例内容

東京都中野区

【上図、下図】中野区提供資料を基に作成
【中図】高床助成パンフレット「高床助成のご案内」（平成23年4月）

河川等が氾濫で床上浸水等が発生しやすい地域を対象に、
家屋を高床にする工事費用の一部を助成

凡例

第一種低層住居専用地域

上記で高度地区変更箇所

1 床上浸水

2 床下浸水

3 小規模事業所浸水

4 上記以外

凡 例

第一種低層住居専用地域

高度地区見直し地区（案）

第二種中高層住居専用地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

第一種住居地域

第一種中高層住居専用地域

■平成１７年９月の集中豪雨による洪水被害実績の分析イメージ（重ね合わせ図の作成）

■中野区水害予防住宅高床工事助成制度の創設

【助成対象となる工事の例】
・高床の高さが敷地面から７５
ｃｍ以上で（床下の空間が５０ｃ
ｍ以上）、床上浸水を防止でき
るもの
・基礎部分の通水口は、幅５０
ｃｍ以上、高さ２５ｃｍ以上とし、
開口部の総延長が基礎外周
長さの１５％以上あること など

■建物高さ制限（高度地区）の緩和
●第一種高度地区

●第二種高度地区

高床工事への誘導に支障とならな
いよう、全区的に導入している高度
地区について、助成制度適用区域
での緩和（第一種高度地区の制限
を第二種高度地区へ変更）を実施
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
①都市計画・土地利用担当事業
区域区分、災害危険区域

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

被害の年発生確率図（洪
水シミュレーションを基に
作成）

事例の特徴

取組地域

図版出典

氾濫原での浸水被害の回避・軽減のため、区域区分の設定や災害危険区域の指定の検討を行った
事例

流域内の各地点における浸水等被害の年発生確率より「地先の安全度」を評価し、危険箇所に住民
が居住しないための土地利用規制（市街化調整区域の保持）や、居住している場合での災害危険区
域の指定と建築物制限（２階の確保等）について検討している。

事例内容

滋賀県

【上図】「水害に強い土地利用や住まい方に向けての浸水マップを用いた効果的な取組について」提
言後の取組み状況について（平成24年2月：滋賀県）
http://www.biwakokasen.go.jp/others/stnccl/10thevent_res.html
【左下図】地先の安全度マップの公表について（平成25年2月：滋賀県）
http://www.pref.shiga.lg.jp/h/ryuiki/tisakinoanzendo/top_page.html
【右下図】地先の安全度マップ（被害発生確率図）（平成25年3月：滋賀県）
http://www.pref.shiga.lg.jp/h/ryuiki/tisakinoanzendo/map_higaihasseikakurituzu.html

「地先の安全度」の評価

■「地先の安全度」と、それを踏まえた区域区分の設定・建基法39条規制に係る検討

＜土地利用に関する法制度の活用＞ ＜建築に関する法制度の活用＞

・現行の建築基準法に基づき、出水等により危険の著しい区
域を災害危険区域として指定する

・「地先の安全度」で特に深く浸水する場所（２００年確率で浸
水深３ｍ以上）では、浸水に対して安全な建築物にして頂く

・具体的には、予想浸水面以上の高さに避難できる空間（２

階など）を確保

・現行の都市計画法に基づき、頻繁に床上浸水が生じるような

場所を新たに市街化区域に編入しない

・「地先の安全度」で１０年確率（時間雨量５０ｍｍ相当）で浸水

深が５０㎝（床上浸水程度）以上の箇所を特定

■県内全域における地先の安全度の公表

図 被害の程度の目安 家屋流出発生確率図（大津市一部地域抜粋）

床上浸水発生確率図（大津市一部地域抜粋）

公表に同意した
市町の「地先の
安全度」を公表

土地利用規制等の検討
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
①都市計画・土地利用担当事業
防災集団移転促進事業

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

津波の外力から集落を守るため、津波による浸水リスクの高い沿岸部の集落群の集団移転を行った
事例

津波外力からの防御を目的に、沿岸集落の内陸地域への集団移転を計画している。

事例内容

宮城県岩沼市

岩沼市復興整備計画・第２回変更（平成24年11月：宮城県岩沼市）
http://www.city.iwanuma.miyagi.jp/kakuka/kurasi/seikatu/matidukuri/fukkouseibi.html

■浸水地域内の集落の集団移転に係る事業計画

集団移転事業の活用により、今
次津波の浸水地域内の６集落を
内陸部の高台へ移転

【復興整備計画より】
(2)土地の用途の概要
① 東日本大震災の津波による被害を考慮して、
海岸沿いに防潮堤（第１次防潮）を設置し、貞山
堀護岸及び道路の嵩上げを行い、第２次防潮（貞
山堀）及び第３次防潮（市道空港三軒茶屋線）を
設置する。
② 第３次防潮の西側の土地利用は次のとおりと
する。
・従来のコミュニティ確保及びコンパクトな市街地
形成の観点から、沿岸集落の集団移転先の住宅
団地（Ａ地区及びＢ地区）及び災害公営住宅の住
宅団地（Ｃ地区）を整備する。

（以下、省略）
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
①都市計画・土地利用担当事業
一団地の津波復興拠点形成施設

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

津波からの安全な避難経路・避難場所を確保するため、一団地の津波復興拠点形成施設の都市計
画により、津波拠点施設の整備を行う事例

一団地の津波復興拠点形成施設の都市計画において、浸水地域（防潮機能を付加する鉄道敷よりも
海側）と非浸水地域（鉄道敷きよりも陸側）との境界に位置する条件をいかし、津波からの避難路と、
被災時でも機能する防災拠点の確保を目的とした公共施設（津波防災拠点施設）整備を位置づけて
いる。

事例内容

岩手県大船渡市

【上図】大船渡駅周辺地区土地区画整理事業に係る土地利用方針図（平成24年7月：大船渡市）
【下図】土地区画整理事業・津波復興拠点整備事業資料（平成24年10月：大船渡市）
http://www.city.ofunato.iwate.jp/www/contents/1343284558166/

■地区の土地利用方針図

都市計画道路へのアクセスを確保し、
「商業業務ゾーン」から「まちのゾーン」
への避難経路としても機能

大船渡

駅

都市計画道路

避難階段から

施設に避難

都市計画道

路に避難施

設からの出

入りを確保

【土地利用方針等】
・安全性確保のため、ＪＲ大船渡線から
海側は、住宅の立地を制限
・港から山側に命を守る復興道路を確
保し、「賑わい」「産業」「暮らし」を担う軸
を形成 など

「一団地の津波復興拠
点形成施設」の位置

「一団地の津波復興拠
点形成施設」の位置

■一団地の津波復興拠点形成施設の概要と「津波避難防災施設」の整備イメージ

【津波防災拠点施設】

面積：ＲＣ3階建 3,200㎡ （１Ｆ：400㎡、２・３Ｆ：2,800㎡）

施設：複合公共施設

特徴：１Ｆを主に駐車場・バスステーションとして使用し、震災時に必要な機能を全て２階

以上とした。

被災時でも機能する防災拠点として整備し、屋上には緊急用のヘリポートを整備する。

○ペデストリアンデッキ

通常時は、眺望などを有効に生かした交流施設として活用し、津波災害時は、各施設と

津波拠点施設を結ぶ避難路となる。
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
②市街地整備・まちづくり担当事業の
活用事例
不燃化助成（都市防災不燃化促進事
業）

災害種別 地震
活用した
主なリスク
情報

土地利用現況（建物構造
等）

事例の特徴

取組地域

図版出典

都市防災不燃化促進事業等の活用により、避難場所となる公園整備とあわせ、周辺市街地の不燃化
等を進めた事例

大規模地震等に伴う火災からの安全な避難と市街地大火の遮断・遅延を目的に、広域避難場所であ
る公園の周辺地区において、建築物の不燃化（耐火・準耐火建築物への建替え）への助成を行って
いる。

事例内容

東京都品川区

都市防災総合推進事業事例集（平成20年6月：都市防災推進協議会）

都市防災不燃化促進事業で

不燃化を促進する区域

（都市計画通路区域を除く）

戸越公園

（広域避難場所）

■都市防災総合推進事業 地区公共施設等整備事業の整備計画

地区防災道路や広域避難場所への入口整備、広域避難場所

の周辺市街地での不燃化促進等を位置づけ

■整備実績
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
②市街地整備・まちづくり担当事業の
活用事例
防災街区整備事業

災害種別 地震
活用した
主なリスク
情報

土地利用現況（建物構造
等）

事例の特徴

取組地域

図版出典

防災街区整備事業を活用し、老朽木造建築物の不燃共同化と延焼防止・避難機能を有するオープン
スペースを整備した事例

密集地区の防災性向上を目的に、老朽木造住宅とその敷地の共同化・不燃化を行い、あわせて区画
道路、防災備蓄倉庫、防火貯水槽、防災広場を整備した。

事例内容

東京都板橋区

板橋三丁目地区防災街区整備事業（平成24年3月：板橋区）
http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/043/043685.html

■防災街区整備事業の施工区域

区画道路等の関
連施設を整備

縁宿広場では、
区が防災街区
整備事業区域
の土地の一部を
事業組合から取
得し、密集事業
で整備

■密集事業による広場整備
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
②市街地整備・まちづくり担当事業の
活用事例
都市防災総合推進事業

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波浸水予測図

事例の特徴

取組地域

図版出典

都市防災総合推進事業の活用により、津波避難困難地域において、備蓄倉庫を兼ねた津波避難タ
ワーを整備した事例

津波到達までに住民が高台避難を終えることが難しい「津波避難困難地域」において、避難施設の確
保を目的に、都市防災総合推進事業を活用し、防災倉庫を兼ねた一時避難場所を整備した。

事例内容

和歌山県太地町

【上図】津波避難困難地域（太地町：大東地区、小東地区、暖海地区、森浦地区）（平成19年6月：和歌
山県情報館）
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/bousai/070614/taiji01.html
【下図】現地調査結果を基に作成

■和歌山県による津波浸水想定と津波避難困難地域の設定

太地町における津波避難困難地域
の設定（平成１９年段階）

津波避難施設

（タワー型）

津波避難施設

（複合型）

津波避難施設

（複合型）

■都市防災総合推進事業による津波避難施設の整備

防災倉庫を兼ねた一時避
難場所を整備
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
③市街地開発事業担当事業の活用
事例
再開発事業

災害種別
津波
水害

活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

地区の再開発等に伴い、地盤嵩上げ及び建物内への浸水防止対策の実施を検討している事例

津波による５メートル以上の浸水が想定され、頻発するゲリラ豪雨による地下街への雨水流入被害も
課題となっている地域で、地震津波や水害等の災害に強い市街地形成を目的に、地区内の再開発や
建替え等の際に、高潮堤防高さ（T.P.+3.1m）以上を目標とした地盤嵩上げの推進を位置づけている。

事例内容

神奈川県横浜市
【上図、下図】まちづくりガイドライン改定案（平成24年度改定：エキサイトよこはま22　ガイドライン検討
会）
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/tosai/daikaizou/guideline/kaitei.html
【中左図】エキサイトよこはま２２（横浜駅周辺大改造計画）（平成25年1月：横浜市都市整備局都市再
生推進課）
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/tosai/pressrelease/h24/ikenbosyu.html
【中右図】横浜駅周辺地区（横浜市）
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/tosai/yokoekisyuhen/

◆地盤嵩上げ及び建物内への浸水防止対策の実施
横浜駅周辺の地盤面の嵩上げ高さについては、高潮堤防高さ
（T.P.+3.1ｍ）以上を将来的な高さ目標とする。
※ただし、周辺への影響等により対応が困難な場合については、地盤
面高さ又は出入り口高さを次のとおり段階的に嵩上げを実施すること
ができる。
① 現地盤面の高さがT.P.+1.0ｍ未満の箇所については、朔望平均満
潮位（T.P.+0.9m）を基準にT.P.+1.0ｍ以上を目標
② 現地盤面の高さがT.P.+1.0ｍ以上2.3ｍ未満の箇所については、計
画高水位（T.P.+2.3m）を基準にT.P.+2.3ｍ以上を目標
段階的な嵩上げも困難な場合は、協議の上、止水板等により建物内
部への浸水防止対策を実施することができる。

■県による津波浸水想定図

■まちづくりガイドラインへの反映

「まちづくりガイドライン」の中で、再
開発等による地盤嵩上げを明記

横浜駅周辺

における
再開発事業
の検討状況

東日本大震災を踏まえ
た浸水想定の見直し
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
③市街地開発事業担当事業の活用
事例
土地区画整理事業

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

水害による浸水想定図等

事例の特徴

取組地域

図版出典

土地区画整理事業において、水害による人的被害の軽減を目的とした施設配置の検討を行った事例

河川改修事業の実施にあわせて土地区画整理事業を行い、液状化対策や浸水被害軽減のための嵩
上げや地盤改良とともに、遊水池や調整池の配置や、災害時要援護者施設の移転・新規立地の誘導
を検討している。

事例内容

愛知県岡崎市

岡崎駅南土地区画整理事業資料（岡崎市HP）を基に作成
http://www.city.okazaki.aichi.jp/menu3484.html

■土地区画整理事業を活用した水害・地震対策

河川沿いの低未利用地での土地区画整理事業

人的被害の低減を目
的に浸水リスクの高い
地区からの要援護者
施設の移転・新規立
地を誘導（福祉部局や
都市計画・土地利用
等担当と連携）

地盤改良による
液状化対策及び、
住宅等の浸水被
害の低減を目的
とした嵩上げを
実施

県管理の河川
整備（遊水地の
整備）と連携し
た浸水対策を実
施（調整池の確
保）

遊水池

区画整理事業区域

浸水想定区域（洪水・内水）

河 川 宅 地 調整池
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
④街路担当事業の活用事例
道路ネットワークの設定

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

津波発生時の避難等の機能を想定した道路ネットワークの構築を、復興計画等に位置づけた事例

津波発生時の避難や都市機能の継続を目的に、「高台への避難道路」と「高台住宅地を結ぶ連絡道
路」の機能を想定した道路ネットワークを位置づけている。

事例内容

岩手県陸前高田市

高田地区・今泉地区土地利用計画等説明会資料（平成24年10月：岩手県陸前高田市）
http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp/kategorie/fukkou/fukkou-seibikeikaku_totiriyou-
keikaku/fukkou-seibikeikaku_totiriyou-keikaku.html

■土地利用計画における道路ネットワークの位置づけ

道路ネットワーク図

歩行者・自動車等による高台への円滑な避難を誘導するための補
助幹線道路と、高台間を結ぶ連絡道路を配置し、格子状の道路網を
形成
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
④街路担当事業の活用事例
街路事業（津波緩衝帯や避難路）

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

道路空間を、津波外力の低減のための堤防として、浸水区域からの避難経路として位置づけ、整備を
図る事例

大規模なオープンスペースがない市街地であり、海岸と並行する道路（県道・市道）に堤防機能を付
加し、海岸に直行する道路を浸水区域からの避難経路として整備することを計画に位置付け、津波か
らの人命保護を図っている。

事例内容

宮城県多賀城市

多賀城市震災復興計画（平成23年12月：宮城県多賀城市）をもとに作成
http://www.city.tagajo.miyagi.jp/saigai/keikaku/

■道路空間を津波緩衝帯や避難路として位置づけ

多重防御と津波浸水シミュレーション結果

今回と同程度の規模の津波が襲来した場合に、市内
への津波とがれきの流入を最大限抑える対策として、鉄
塔敷を活用して盛り土や防災林、防災公園の整備を行
います。（広報多賀城6月号・2012年）

今次津波発生時の想定
浸水深が２ｍ未満となる
よう、防潮堤・防潮壁・防
災林を４重に配置

■道路空間の堤防化のイメージ

笠神八幡線

（避難路・物流路）

清水沢多賀城線

（避難路・物流路）

堤防化を図る路線
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
④街路担当事業の活用事例
街路事業（避難路）

災害種別 地震
活用した
主なリスク
情報

災害危険度判定調査
（地域危険度測定調査）

事例の特徴

取組地域

図版出典

密集市街地内での安全な避難経路の確保のため、地区計画と街路事業による道路空間の拡幅整備
を進めている事例

広域避難場所への安全な避難道路確保を目的に、地区計画と街路事業（区単費事業）とを併用し、
道路空間の拡幅整備を進めている。

事例内容

東京都品川区

【上図】地域危険度マップ(平成20年2月：東京都都市整備局)
http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/bosai/chousa_6/chiikikiken.htm
【写真】2012-001 品川区まちづくりマスタープラン（素案）に関する意見募集（平成24年12月：品川区）
http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/hp/page000018200/hpg000018178.htm
【下図】滝王子通り地区 地区計画（品川区）
http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/hp/menu000019100/hpg000019087.htm

■地区計画と道路拡幅事業による避難路整備

滝王子通りの現在の様子

■地域危険度と広域避難場所の位置

広域避難場所
滝王子通り

地区施設として幅員10Mを確保し、道路

拡幅事業により避難道路として整備
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑤公園・緑地担当事業の活用事例
防災公園の設定

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

津波をためこむポケット（遊水地）としての機能を持たせた防災公園の整備を位置づけた事例

土地利用計画の「公園・緑地」用地について、津波外力から市街地を守ることを目的に、ポケット部
（遊水地）としての機能を有する防災公園の整備を位置づけている。

事例内容

陸前高田市

高田地区・今泉地区土地利用計画等説明会資料（平成24年10月：岩手県陸前高田市）
http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp/kategorie/fukkou/fukkou-seibikeikaku_totiriyou-
keikaku/fukkou-seibikeikaku_totiriyou-keikaku.html

■土地利用計画における防災公園としての位置づけ

防潮堤と嵩上げ地との間の公園・緑地を「ポケット部（遊水地」として位置づけ

■断面イメージ
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑤公園・緑地担当事業の活用事例
防災公園（津波緩衝帯）

災害種別 津波
活用した
主なリスク
情報

津波シミュレーション

事例の特徴

取組地域

図版出典

土地利用や景観に応じた津波減災施設を配置し、津波外力の低減を図る事例

津波外力から市街地を守ることを目的に、公園や防災林等の津波減災施設を景観や土地利用に応じ
た形で配置検討している。

事例内容

宮城県亘理町

亘理町震災復興計画（平成23年12月：宮城県亘理町）
http://www.town.watari.miyagi.jp/index.cfm/22,18654,134,280,html

亘理町復興計画図

■復興計画図における津波減災施設の位置づけ

景観や土地利用に応じ、河川堤防、公園、
広場、防災林の４種類の津波減災施設の
配置を検討
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑤公園・緑地担当事業の活用事例
防災公園街区整備事業（避難場所や
防災拠点施設）

災害種別 地震
活用した
主なリスク
情報

土地利用現況（建物構造
等）

事例の特徴

取組地域

図版出典

防災公園街区整備事業により、一時避難場所となる防災公園と、災害時の防災拠点施設との併設整
備を計画した事例

災害時の防災拠点をつくることを目的に、防災公園街区整備事業により、市民の一時避難場所、一時
的避難生活場所、支援物資のストックヤードとなる広場と、行政等機関の災害対策本部、ボランティア
センター、医療・福祉拠点となる多機能複合施設を計画している。

事例内容

東京都三鷹市

【上図】新川防災公園・多機能複合施設(仮称)整備事業の基本的な考え方と基本設計の概要（平成
23年7月：三鷹市）
http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_service/026/026922.html
【下図】新川防災公園・多機能複合施設（仮称）整備事業　災害時における機能転換（平成24年6月：
三鷹市）
http://www.city.mitaka.tokyo.jp/c_service/032/032672.html

■防災公園と防災拠点施設との一体的整備を計画

■平常時から災害時への機能の転換

防災拠点施設 防災公園

公園を一次避難場
所に、スポーツ施設
を支援物資のストッ
クヤードに、多機能
複合施設を防災拠
点施設に使用

防災 

公園 

スポーツ

施設 

 

多
機
能
複
合
施
設

5 階 

4 階 

3 階 

2 階 

1 階 

憩い、レクリエーションの場 

アリーナ、武道場、トレーニング

室、プールなど 

平常時 

防災センター（仮称）、 

生涯学習センター（仮称） 

生涯学習センター（仮称） 

福祉センター（仮称） 

保健センター（仮称） 

ハピネスセンター（仮称） 

一時避難場所 

支援物資のストックヤードなど 

災害時 

災害対策本部 

災害対策本部 

（関係機関対応） 

災害ボランティアセンター本部 

災害医療対策実施 

福祉拠点 

（要援護者用避難所） 
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑥許認可・指導に係る事例
開発指導

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

洪水ハザードマップ

事例の特徴

取組地域

図版出典

ハザードマップのデータを活用して設定された「防災調整区域」において、開発事業者へ浸水対策の
実施等を義務付けた事例

居住者（転入者）へ災害リスクを周知することを目的に、洪水ハザードマップにおいて50㎝以上の浸水
が想定される区域を「防災調整区域」とし、区域内の宅地分譲等の際に、事業者から購入者へ浸水リ
スク情報や実施した対応策の周知を義務付けている。

事例内容

愛知県みよし市

【上図】みよし市ハザードマップ（みよし市）
http://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp/bosai/shobo-bosai/bosaimap.html
【下図】まちづくり基本計画（みよし市）
http://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp/toshi_k/kaihatsushidou/mashizukurijourei/kihonkeikaku.html

■みよし市まちづくり基本計画（土地利用誘導区域図）

■洪水ハザードマップ

区域内では、宅地分譲等の際に、事業者から購入者への浸水

リスク情報や実施した対応策に係る周知を義務付け

＋ 50cm以上の浸水が
想定されるエリアを防災
調整区域として指定
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑥許認可・指導に係る事例
耐水化助成

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

災害危険区域

事例の特徴

取組地域

図版出典

災害危険区域での建築制限（用途・床面高さ）に伴う既存住宅の改築等に助成を行う事例

河川の出水による危険の著しい区域を「災害危険区域」に指定し、条例により建築物の用途・構造等
の制限を行うとともに、既存不適格住宅の解体・改修費や新規住宅の測量費等への補助を要綱化
し、災害危険区域内の建築物の耐水化等を促進している。

事例内容

宮崎県宮崎市

宮崎市災害危険区域内における住宅改築等事業補助金交付要綱の概要（宮崎市）
http://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/www/contents/1193619372960/index.html

■災害危険区域に関する条例における建築制限

■助成により既存不適格住宅の改修等を促進

敷地嵩上げやピロ
ティにより、床面を設
定水位より高い位置
とする

「既存不適格住宅」「既存改
修済住宅」「新規住宅」ごとに
助成対象費を設定
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑥許認可・指導に係る事例
公共公益施設の対策

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

浸水想定区域図

事例の特徴

取組地域

図版出典

浸水想定区域図を反映し、防災拠点施設における浸水対策措置を義務づけている事例

河川や琵琶湖の洪水による浸水リスクのある区域を「浸水の恐れのある区域」とし、区域内での地下
室を設ける建築物等の浸水対策を促進するとともに、防災拠点施設（市役所、警察署、消防署、救急
病院等）における浸水想定深に応じた浸水対策を義務付けている。

事例内容

滋賀県草津市

草津市建築物の浸水対策に関する条例（平成23年4月：草津市）
http://www.city.kusatsu.shiga.jp/www/contents/1222702596439/index.html

特定建築物において義務付けられて
いる想定浸水深を考慮した浸水対策
上必要な措置の例

■浸水の恐れのある区域
「浸水の恐れのある区域」を、
想定浸水深とともに表示

■「建築物の浸水対策に関する条例」

条例により、特定建築物の浸水対策を義務化
（既存の特定建築物の浸水対策は努力義務と
されている）
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑦下水道に係る事例
貯留施設整備

災害種別 水害
活用した
主なリスク
情報

都市計画基礎調査（流域
内の市街化状況等）
想定はん濫区域

事例の特徴

取組地域

図版出典

公共施設等の大規模敷地を活用した雨水貯留施設の整備により、流域への浸水の軽減を図っている
事例

特定都市河川等に指定されている鶴見川流域において、河川への急激な雨水の流入を防ぎ、流域で
の浸水被害を軽減することを目的に、公園、スポーツ施設、団地、学校等の大規模敷地への調整池、
貯留施設等の整備を行っている。

事例内容

神奈川県横浜市

鶴見川の流域で雨となかよく暮らすための入門書（鶴見川流域水協議会）
http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00013.html

■鶴見川の流域対策の全体像

公共施設等の大規模敷地を活用した雨水貯留施設の整備
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事例
タイトル

都市づくり
の分類

２－１．庁内都市整備部局の既存事
業
⑦下水道に係る事例
下水道施設の活用

災害種別 地震
活用した
主なリスク
情報

土地利用現況（広域避難
場所、建物構造等）

事例の特徴

取組地域

図版出典

下水道処理施設を活用し、周辺住宅地等からの避難場所を確保した事例

下水道処理施設の増設計画にあたり、災害時における周辺市街地からの安全な避難場所の確保を
目的に、施設上部への避難場所確保と、防水装置、ゲートシャワー、貯水槽の設置を行っている。

事例内容

神奈川県川崎市

【写真上】加瀬水処理センター（川崎市）
http://www.city.kawasaki.jp/800/cmsfiles/contents/0000035/35839/book/
【写真右下】現地調査結果を基に作成
【左下図】下水道の質的向上に関する取り組み～下水道の地震対策～（平成18年11月：社会資本整
備審議会都市計画・歴史的風土分科会
　都市計画部会）
http://www.mlit.go.jp/singikai/infra/city_history/city_planning/gesuido_18kaisai/gesuido_shoui_02.htm

［下水道処理施設への防災機能の付加］

○処理場上部を避難場所として使用（トイレ利用が

確実）
○処理水を処理場周辺の火災家屋へ放水
○処理水を防火用水、水洗用水として地域で使用

避難広場

水幕

矢上川沿川に位置する加瀬水処理センターは、川崎
市内高津区・中原区・幸区をカバーする水処理施設で
あり、施設が位置する密集市街地における防災拠点
として、下水処理場の上部の多目的広場を緊急避難
場所として位置付けている。

放水時のイメージ

放流先の矢上川と施設周辺の
密集市街地

入口の水幕による防炎設備

施設の立体的利用（防災広場整備）

放水

⑦-2
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